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★町の人口★ 人口10,188( 5）男4,821( 3）女5,367( 8）世帯合計3.416( 8) 62年7 月末日現在 は前月との比軽てす 

全
国
空
手
道
選
手
権
大
会
轟
 

藤
蘇
警
っ
1
個
人
団
体
好
成
績
 

朋難鷲風景 
八
月
一
日
田
、
二
日
回
の
両
日
、
東
 

〇
折
口
 

真
『
形
の
部
』
4
位
 

京
駒
沢
大
学
体
育
館
で
各
都
道
府
県
大
 

【
中
学
生
2
年】 

会
の
ベ
ス
ト
8
ま
で
勝
ち
上
っ
た
、
小
 

〇
立
花
直
樹
『
形
の
部
』
ベ
ス
ト
8
 

中
、
高
校
生
千
六
百
人
が
全
国
空
手
道
 

【
中
学
生
3
年】 

選
手
権
大
会
（
主
催
社
団
法
人
日
本
空
 

〇
長
野
士
郎
『
形
の
部
』
優
勝
 

手
協
会
）
に
出
場
。
熱
戦
を
繰
り
広
げ
 

『
組
手
の
部
』
準
優
勝
 

ま
し
た
。
 

〇
田
中
英
行
『
形
の
部
』
3
位
 

赤
池
町
体
育
協
会
空
手
部
か
ら
も
、
 

『
組
手
の
部
』
3
位
 

（
小
5
年
）
篠
原
敏
行
、
（
小
6
年
）
長
野
 

六
月
七
日
、
第
一
経
済
大
学
（
太
宰
 

秀
裕
、
坂
田
早
苗
、
（
中
二
年
）
立
花
直
 

府
顕
彰
会
主
催
の
西
日
本
大
会
）
 

樹
、
（
中
三
年
）
田
中
英
行
、
以
上
5
人
 

【
小
学
生
6
年】 

が
出
場
し
、
好
成
績
を
上
げ
ま
し
た
。
 

〇
長
野
秀
裕
『
形
の
部
』
3
位
 

各
々
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

『
組
手
の
部
』
優
勝
 

【
個
人
、
小
学
生
6
年
】
百
四
十
六
人
中
 

【
中
学
生
3
年】 

〇
長
野
秀
裕
『
組
手
の
部
』
優
勝
 

〇
長
野
士
郎
『
形
の
部
』
優
勝
 

『
形
の
部
』
ベ
ス
ト
8
 

『
組
手
の
部
』
3
位
 

【
個
人
、
中
学
生
3
年
】
百
十
三
人
中
 

※
田
川
地
区
本
部
 
団
体
優
勝
 

〇
田
中
英
行
『
組
手
の
部
』
準
優
勝
 

七
月
五
日
、
福
岡
市
民
体
育
館
（
県
 

【団 

体
】
百
二
十
二
団
体
中
 

空
手
連
盟
主
催
の
県
大
会
）
 

『
組
手
の
部
』
6
位
 

【
小
学
生
低
学
年
】
 

『
形
の
部
』
 

4
位
 

〇
峰
岡
淳
『
組
手
の
部
』
優
勝
 

小6 組手の部」優勝 

長

野

秀

裕

君

 

田
中
英
行
君
 

⑥
全
団
体
会
ま
で
の
足
跡
 

五
月
三
日
、
福
岡
市
民
体
育
館
（
日
 

本
空
手
協
会
主
催
の
県
大
会
）
 

【
小
学
生
5
年】 

〇
篠
原
敏
幸
『
形
の
部
』
優
勝
 

【
小
学
生
6
年】 

〇
長
野
秀
裕
『
形
の
部
』
3
位
 

中3「組手の部」準優勝 

【
小
学
生
四
年
】
 

〇
毛
利
健
太
『
組
手
の
部
』
ベ
ス
ト
8
 

【
小
学
生
5
年】 

〇
水
永
宏
佳
『
組
手
の
部
』
ベ
ス
ト
8
 

【
小
学
生
6
年】 

〇
坂
田
早
苗
『
形
の
部
』
4
位
 

『
組
手
の
部
』
優
勝
 

〇
折
口
 

真
『
形
の
部
』
ベ
ス
ト
8
 

【
中
学
生
3
年】 

〇
長
野
士
郎
『
形
の
部
』
準
優
勝
 

『
組
手
の
部
』
3
位
 

〇
田
中
英
行
『
形
の
部
』
3
位
 

『
組
手
の
部
』
3
位
 

（
文
中
敬
称
略
）
 



、JI 

(2) 

議会だより 
昭
和
六
十
二
年
第
八
回
七
月
臨
時
町
 

議
会
が
七
月
三
十
一
日
に
開
か
れ
ま
し
 

た
。
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

＠
赤
池
町
名
誉
町
民
の
選
任
‘
立
花
杉
 

夫
氏
（
市
場
八
六
五
番
地
）
と
加
治
馨
 

氏
（
上
野
二
八
四
六
番
地
）
の
両
氏
が
 

名
誉
町
民
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
（
写
真
）
 

立
花
氏
は
町
議
会
議
員
を
四
期
十
六
 

年
、
ま
た
農
業
委
員
会
委
員
を
五
期
十
 

二
年
九
カ
月
務
め
、
赤
池
町
行
政
の
振
 

興
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。
 

加
治
氏
は
七
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
 

ま
し
た
よ
う
に
、
勲
五
等
旭
日
章
を
受
 

賞
さ
れ
た
よ
う
に
、
永
年
に
わ
た
り
学
 

校
教
育
、
社
会
教
育
の
推
進
、
向
上
に
 

努
力
を
さ
れ
、
現
在
も
教
育
委
員
長
と
 

し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

＠
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
 

部
を
改
正
す
る
条
例
→
地
方
税
法
及
び
 

施
行
令
の
改
正
、
並
び
に
医
療
費
の
高
 

謄
に
伴
い
、
赤
池
町
国
民
健
康
保
険
税
 

条
例
の
一
部
を
改
正
し
た
も
の
で
、
原
 

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
ペ
ー
 

ジ
下
の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
）
 

方針 

◆計画期間ノS61年度～S65年度〇テーマF出合いとふれあいと安らぎの場の創造」人ロフレーム加，2叩人 

国
民
健
康
保
険
税
曾
 

①
協
力
し
て
下
さ
い
医
療
費
の
節
約
①
 

国
民
健
康
保
険
税
が
昨
年
に
引
き
続
 

き
表
2

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
 

れ
は
高
齢
化
社
会
へ
の
急
速
な
移
行
、
 

又
、
高
度
の
医
療
に
よ
る
医
療
費
の
増
 

大
の
た
め
で
、
国
保
の
財
政
は
、
ま
す
 

ま
す
苦
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
た
め
に
や
む
を
得
ず
税
率
の
改
 

正
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
 

国
保
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に
は
 

被
保
険
者
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
健
 

康
づ
く
り
と
医
療
費
の
節
約
、
そ
し
て
 

国
保
税
の
完
納
に
あ
り
ま
す
。
町
と
し
 

て
は
悪
質
な
税
滞
納
者
に
対
し
て
、
保
 

つ社会教育活動や社会体育活動の充実強化をはか 
り、良好なコミユニティ形成を促進するととも 
に有能なリーダーの発掘、育成をはかる。 

〇行政と住民の責任の明確化をはかるとともに、 
お互いの意志疎通に努めるため、地域別懇談会 
等を開催し、コミュニティの中での地域環境管 

理体制づくりを強化する。 
つ行政区の見直しを図る。 

個人のプライバシーと相互扶助 

の調和をはかリ、真に心の依りど 
ころとなるコミュニティの形成を 
摸索する。 

【1．コミュニティ】 

謂顎費雄認議熱引 
向上に努め、住民ー人ひとりの人〒 

権が尊重され心の依りどころとな 

る地域社会の形成をはかる。 
これにより、地域住民自身の手 

で自分たちの住む地域づくりを進 
める本来の民主的住民自治の確立 

をはかる。 ◇赤池町を愛する心を育むため、本町の歴史、文 

化を積極的に教育の中に取り込んでいくよう指 
導する。 

〇保育所の教育環境整備への助成を充実する。 
〇子供文庫活動、幼児、児童教育相談活動等の充 

実をはかるとともに、これらの有機的連帯を促 

進し（仮称）めだかの学校運動として、幼児、 

ー児童教育活動の総合的展開をはかる } 

すべての幼児が良好な環境の中 

で質の高い教育を受けることがで 

きるよう努める。 

I 
【2 ．学校教育】‘ 

即世紀の赤池町を担う青少年の 

教育にあたっては、ー人ひとりの 
個性を尊重し、自主性、創造性を 
育むとともに、知・徳・体の調和 

のとれた健康で心豊かな人格の形 

成をはかる。 , 

このため、教育内容の充実、教I 

育施設の整備をすすぬるとともにI 
学校、家庭、地域がー体となってI 
社会環境、教育環境の向上に努め~ 

つ高度情報化社会、国際化社会の到来等の近年の 
著しく変化する社会ノ＼適応するため、教員の研 

修活動を推進するとともに視聴覚設備等の教育 

機器、教材の充実に努めるa 
0 児童、生徒の個性を伸ばし、情操を豊かにする 
とともに、郷土愛を育むため文化的教育環境づ 

くりに努める。特に、本町の豊かな自然、歴史 

文化を積極的に活用する。 

〇学校、家庭、地域、行政の協調により、明るい 
社会環境、豊かな教育環境づくりを進め、青少 

ー年の心身の健全育成に努める。 

ト日野町長より選任証を受ける加治馨氏（司、立花杉夫氏（司‘ 

険
証
の
返
還
や
、
保
険
給
付
の
一
時
差
 

し
止
め
な
ど
の
法
的
な
措
置
を
と
り
ま
 

す
。
国
保
事
業
を
ご
理
解
の
う
え
、
ご
 

協
力
下
さ
い
。
 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
 

国
民
健
康
保
険
に
 

加
入
し
て
い
る
お
年
 

寄
り
の
み
な
さ
ん
、
 

あ
な
た
の
お
子
さ
ん
 

は
、
会
社
等
に
勤
め
 

社
会
保
険
等
の
保
険
 

年 齢 収入金額 

60歳未満 100万以下 

60歳以上 150万以下 

に
加
入
し
て
は
い
ま
せ
ん
か
。
 

も
し
加
入
し
て
い
る
と
し
た
ら
、
あ
 

な
た
の
給
与
や
年
金
額
の
一
年
分
の
合
 

計
額
と
、
年
齢
の
条
件
が
右
の
表
に
該
 

当
す
れ
ば
、
お
 

子
さ
ん
が
加
入
 

し
て
い
る
保
険
 

の
被
扶
養
者
に
 

な
れ
る
場
合
が
 

あ
り
ま
す
。
そ
 

う
す
る
と
「
国
 

民
健
康
保
険
税
」
 

の
支
払
い
は
な
 

く
な
り
ま
す
。
 

ま
ず
お
子
さ
 

ん
と
、
相
談
す
 

る
こ
と
を
お
す
ー
 

2
 

す
め
し
ま
す
。
表
 改 正 前 改 正 後 

所 得 割 100分の8.1 100分の8.8 
資 産’ 割 100分の63 100分の60 
均等割（加入世帯人数） 15,700円 18,000 R 
平等割（世 帯 ご と） 16,100円 19・000円」 

390,000円 国保税最高限度額華律躍助 370,000円 
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女
」
了
一
万
、
岡
太
田
辰
五
郎
氏
 

ノ 

妻
『
下
一
負
〈
 
勲
五
等
瑞
宝
章
授
け
る
、
 

元
赤
池
中
学
校
校
長
の
岡
太
田
辰
五
 

郎
氏
が
永
年
に
わ
た
る
教
育
へ
の
貢
献
 

実
績
が
評
価
さ
れ
、
勲
五
等
瑞
宝
章
を
 

授
け
ら
れ
ま
し
た
。
太
田
氏
は
昭
和
九
 

年
、
福
岡
県
立
田
川
農
林
学
校
助
手
（
園
 

芸
科
係
）
を
拝
命
、
学
制
改
革
に
よ
り
 

新
制
中
学
校
が
開
設
さ
れ
る
と
赤
池
中
 

学
校
教
諭
と
な
り
、
創
設
期
の
中
学
校
 

教
育
環
境
の
問
題
、
指
導
計
画
の
樹
立
 

に
情
熱
を
傾
け
、
昭
和
四
十
六
年
に
は
 

児童、生徒の多様な個性を尊重 
し、自主性、創造性および郷土愛 
を育み、心身ともに健康な青少年 

の育成に努める。 

ー-o社会保育短大の4年制への移行を促進する。 

〇陶芸専門学校の誘致をはかる。 
〇広域圏で一体となって、大学、短大、専修学校 

ー各種学校の誘致活動を積極的に展開する。 

高等教育を望む人々に対し、そ 

の機会を拡大するとともに、有能 
な人材の確保のため、広域圏での 

協力のもと高等教育施設の充実を 
進める。 

る。 

第2次 
赤池 町 

、総合計画 

'”毎め主役はあ 

一
豊
か
な
心
で
 21
 

世
紀
一
を
担
う
入
n
v
り
に
向
け
て
一
一
 

~ 
~ 
~ 

※基本構想3,4,5,6は来月掲載します。 I 

赤池町内循還バス（ふれあい号） 

に便 利 

赤
池
中
学
校
校
長
と
し
て
着
任
、
同
校
 

の
新
築
を
計
画
、
四
十
八
年
に
は
近
代
 

校
舎
が
建
設
さ
れ
た
。
退
職
後
も
、
教
 

育
に
対
す
る
情
熱
は
失
わ
ず
、
赤
池
町
 

の
町
史
編
纂
委
員
と
し
て
、
郷
土
史
研
 

究
活
動
を
ふ
ま
え
、
町
史
を
通
し
て
赤
 

池
町
づ
く
り
計
画
の
基
本
目
標
を
提
唱
 

し
ま
し
た
。
太
田
氏
の
卓
越
し
た
職
見
 

と
、
永
年
に
わ
た
る
豊
か
な
経
験
と
指
 

導
力
は
広
く
住
民
の
信
望
を
集
め
て
い
 

ま
し
た
が
、
本
年
二
月
二
十
三
日
に
満
 

七
十
一
歳
で
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
 

授
章
を
お
慶
び
す
る
と
と
も
に
、
ご
 

冥
福
を
お
祈
り
致
し
ま
す
。
 

ノノ 

赤
池
町
内
を
循
還
バ
ス
が
走
り
始
め
 

て
、
ニ
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。
 

七
月
一
日
に
走
行
を
始
め
た
当
初
は
 

P
R
不
足
の
た
め
か
、
利
用
者
も
少
な
 

く
走
行
を
続
け
て
行
く
事
が
懸
念
さ
れ
 

ま
し
た
が
、
日
を
追
う
ご
と
に
利
用
す
 

る
方
が
増
え
続
け
、
バ
ス
に
対
し
て
の
 

要
望
も
い
く
つ
か
出
て
き
ま
し
た
。
そ
 

こ
で
要
望
の
一
番
多
か
っ
た
朝
8
時
L
 

野
高
鶴
前
始
発
の
バ
ス
を
九
月
一
日
よ
 

り
上
野
峡
始
発
と
し
ま
す
。
赤
池
駅
に
 

一

 

」
 (
 

事
業
主
の
み
な
さ
ん
へ
 

従
業
員
を
一
人
で
も
雇
用
し
て
い
る
 

事
業
所
（
個
人
事
業
主
を
問
わ
ず
）
は
 

労
働
保
険
（
雇
用
保
険
、
労
災
保
険
の
 

加
入
（
申
告
）
手
続
き
を
し
な
け
れ
ば
 

な
ら
な
い
よ
う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
 

ま
す
。
 

雇
用
保
険
は
、
働
く
人
が
失
業
し
た
 

場
合
、
必
要
な
給
付
を
行
う
ほ
か
事
業
 

主
に
対
し
て
は
失
業
を
予
防
す
る
た
め
 

の
各
種
給
付
、
雇
用
機
会
の
増
大
を
図
 

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
助
成
制
度
で
す
（
 

ま
た
、
労
災
保
険
は
業
務
災
害
・
通
勤
 

災
害
の
際
に
事
業
主
に
代
っ
て
、
保
険
 

給
付
や
遺
族
給
付
を
行
う
な
ど
、
労
働
 

者
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
の
制
度
 

で
す
。
 

事
業
主
の
責
任
と
し
て
、
ま
た
、
従
 

業
員
が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
未
手
続
 

き
の
事
業
主
は
、
 
一
日
も
早
く
加
入
（
 

申
告
）
の
手
続
き
を
行
っ
て
下
さ
い
。
 

く
わ
し
い
こ
と
は
労
働
基
準
監
督
署
 

か
公
共
職
業
安
定
所
に
お
訪
ね
下
さ
い
。
 

労
働
基
準
局
労
災
業
務
課
 

廿
0
9
2
1
4
1
1
1
4
8
6
3
 

労
働
部
雇
用
保
険
課
 

。
0
9
2
1
6
5
1
1
1
1
1
1
 

田
川
職
業
安
定
所
 

合
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1
0
2
9
1
 

は
八
時
十
五
分
頃
着
く
予
定
で
す
。
又
 

十
一
時
三
十
分
と
、
十
三
時
四
十
五
分
 

の
福
祉
セ
ン
タ
ー
始
発
の
バ
ス
が
上
野
 

一
高
鶴
前
で
折
り
返
し
て
い
た
の
を
、
L
 

野
峡
折
り
返
し
と
し
ま
す
。
勿
論
こ
れ
 

は
、
赤
池
駅
か
ら
出
る
汽
車
の
時
刻
に
 

合
わ
せ
て
あ
り
、
他
の
循
還
バ
ス
同
様
 

上
り
、
下
り
と
も
に
接
続
の
良
い
よ
う
 

に
と
の
配
慮
を
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
 

も
赤
池
町
内
循
還
バ
ス
に
暖
い
御
支
援
 

を
お
願
い
し
ま
す
。
 

健康増進普及運動月間-1日～30日（厚生省） 
防災の日-1日（総理府・国土庁・消防庁） 



(5) 

jfl i5'(.)グ器マ「夜警団」
こ地区の環境は、地区住民の手で守り、改

善しようぐと12支所公民館では6年前から「夜 

警」 を週2回実施しています0 【写真】 こ夜 

の赤池こ を見廻ると、激怒したり歓喜の場面 

1こよく出合うそうです。青少年健全育成は現 

代の課題。あなた方、地域のご努力は、きっ 

と豊かなふる里「赤池」 のパワーァップにつ 

ながると思います。 

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
る
 

こ
と
し
も
暑
い
八
月
が
、
い
ろ
い
ろ
 

な
行
事
の
中
で
過
ぎ
て
い
き
ま
し
た
。
 

ぜ
ん
こ
く
せ
h
ぼ
つ
し
ゃ
い
れ
い
さ
い
 

そ
の
中
で
、
全
国
戦
没
者
慰
霊
祭
が
 

し
め
や
か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
広
 

島
、
長
崎
で
も
、
核
爆
弾
に
よ
り
尊
い
 

ぎ
せ
い
し
ゃ
 

か
た
が
た
 

い
 

命
を
う
し
な
っ
た
犠
性
者
の
方
々
の
慰
 

れ
い
さ
い
 

霊
祭
が
行
わ
れ
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
 

悲
劇
を
く
り
か
え
さ
な
い
よ
う
、
全
世
 

界
に
平
和
を
う
っ
た
え
ま
し
た
。
 

戦
争
は
、
人
間
を
人
間
と
思
わ
な
い
 

“
人
権
を
無
視
す
る
）
と
い
う
最
大
の
問
 

題
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

平
和
な
社
会
を
つ
く
る
に
は
、
私
た
 

ち
一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
守
る
こ
と
を
 

身
に
つ
け
た
住
民
、
国
民
に
よ
っ
て
こ
 

そ
つ
く
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
 

か。 

平
和
主
義
と
同
和
問
題
 

人権学習 

本
人
は
身
勝
手
で
あ
る
。
日
本
人
が
核
 

わ
か
 

兵
器
に
反
対
す
る
こ
と
は
判
る
が
、
日
 

じ
ん
け
ん
せ
ん
 

本
国
で
は
、
国
連
の
決
め
た
「
人
権
官
1 

げ
ん
 

・
て
ん
ち
ょ
う
 

言
」
を
尊
重
し
て
い
な
い
、
そ
れ
は
、
 

ひ
じ
ん
ど
う
て
き
 

部
落
差
別
と
い
う
、
非
人
道
的
な
問
題
 

が
あ
り
、
こ
の
問
題
に
は
ふ
れ
な
い
で
 

け
じ
あ
姫
鷲
纏
舞
ん
無
娠
舞
夢
勢
競
 

「
い
の
ち
」
「
平
和
」
「
愛
」
 

一
九
七
八
年
（
昭
和
五
十
三
年
）
日
本
 

は
い
ぜ
つ
 

は
、
国
連
に
対
し
「
核
兵
器
の
廃
絶
」
 

を
願
う
日
本
の
平
和
運
動
を
す
す
め
る
 

多
く
の
人
た
ち
が
署
名
を
提
出
し
ま
し
 

た
。
こ
の
と
き
外
国
の
人
々
は
、
 

「日 

原
爆
反
対
を
主
張
す
る
日
本
の
現
状
に
 

問
題
が
あ
る
」
 
と
指
適
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

こ
の
よ
う
に
、
戦
争
に
反
対
し
、
世
 

界
の
平
和
を
守
る
と
い
う
こ
と
と
、
部
 

落
差
別
を
な
く
す
と
い
う
こ
と
は
、
同
 

じ
人
権
尊
重
の
問
題
な
の
で
は
な
い
で
 

し
ょ
う
か
。
 

私
た
ち
は
 
「
同
和
問
題
」
に
対
す
る
 

今
月
の
解
放
講
座
 

と
 
き
 
9
月
 30 

日
（
水
曜
日
）
 

午
後
7
時
 30 

分
か
ら
 

と
こ
ろ
 
同
和
対
策
中
央
研
修
所
 

自
己
を
見
つ
め
、
暮
し
を
高
め
 

る
解
放
講
座
へ
、
み
な
さ
ん
さ
そ
 

い
あ
っ
て
参
加
し
ま
し
ょ
う
。
 

誤
っ
た
意
識
や
、
観
念
を
、
自
か
ら
の
 

意
志
と
行
動
を
通
し
て
正
し
て
い
く
、
 

そ
う
し
た
人
た
ち
が
多
く
な
っ
て
い
く
 

こ
と
に
よ
っ
て
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
 

一
切
の
差
別
が
な
く
な
っ
た
時
、
私
た
 

ち
日
本
人
が
世
界
の
人
び
と
か
ら
真
の
 

平
和
を
求
め
る
国
民
と
し
理
解
さ
れ
信
 

頼
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
 

う
し
て
平
和
へ
の
課
題
、
人
権
尊
重
へ
 

の
課
題
と
し
て
み
ん
な
が
「
同
和
問
題
」
 

を
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
問
題
と
し
て
 

う
け
と
め
、
わ
た
し
た
ち
の
身
近
な
と
 

こ
ろ
か
ら
差
別
を
な
く
し
、
誰
れ
も
が
 

幸
せ
に
生
き
る
 

平
和
な
社
会
を
 

つ
く
ろ
う
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
か
。
 

子
ど
も
郡
体
会
で
準
優
勝
 
会
（
女
子
フ
ッ
ト
べ
 

七
区
オ
リ
オ
ン
 
三
位
八
区
竹
の
子
け
恒
1
ゴ2
づ
に
 

ー

ー

 ‘ー 

J
 

~
I

・ 
男
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

八
月
二
十
三
日
、
糸
田
町
総
合
グ
ラ
 

ウ
ン
ド
で
田
川
郡
子
ど
も
会
親
善
ス
ポ
 

糠
 

ー
ッ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
 

し
た
。
 

赤
池
町
か
ら
は
八
月
一
一
 

日
に
行
わ
れ
た
町
子
ど
も
 

ス
ポ
ー
ッ
大
会
で
優
勝
し
 

た
七
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
 

ー
ス
ボ
ー
ル
）
八
区
 

竹
の
子
子
ど
も
会
（
 

が
町
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。
 

過
去
、
こ
の
大
会
で
は
本
町
の
チ
ー
 

ム
は
力
を
発
揮
で
き
ず
に
終
わ
っ
て
い
 

ま
し
た
が
、
今
年
は
、
み
ご
と
ジ
ン
ク
 

ス
を
破
り
好
成
績
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
 

き
ま
し
た
。
 

特
に
七
区
オ
リ
オ
ン
子
ど
も
会
は
、
 

練
習
の
成
果
を
随
所
で
発
揮
し
、
又
、
 

「人の心のつ 
~ 豊かさを ~ 
L もとめて~ 

今月15日は全 

国的に「敬老の 

日」。 

ずうっと世の 

中のために働い 

てきてくださっ 

たお年寄りに、 

この日一日だけ 

でなく、ずうっ 

と感謝の気持ち 

をもち続けたい 

ものですネ。 

〕 
I 

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
始
動
ク
 

運
営
委
、
会
長
に
立
花
杉
夫
さ
ん
を
選
ぶ
 

赤
池
町
あ
げ
て
の
サ
ー
ク
ル
活
動
「
 

町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
 
の
本
格
的
 

な
展
開
を
め
ざ
し
、
そ
の
実
施
主
体
と
 

な
る
「
町
民
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
運
営
 

委
員
会
」
 
の
発
足
会
議
が
八
月
五
自
に
 

開
か
れ
、
規
約
の
確
認
、
今
後
の
日
程
 

な
ど
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

本
事
業
推
進
の
か
な
め
の
運
営
委
員
 

会
は
、
公
民
館
運
営
審
議
委
員
お
よ
び
 

社
会
教
育
委
員
二
十
五
名
の
皆
さ
ん
で
 

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
互
選
の
結
果
 

会
長
に
立
花
杉
夫
・
地
区
公
連
会
長
、
 

副
会
長
に
久
原
弘
・
文
化
団
体
会
長
、
 

黒
崎
正
・
社
会
教
育
委
員
代
表
の
三
氏
 

が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
 

町
民
同
志
の
教
え
合
い
 
「
学
習
ネ
ッ
 

ト
ワ
ー
ク
事
業
」
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
 

名
実
と
も
に
本
格
的
始
動
を
開
始
し
ま
 

し
た
。
 

前
記
三
者
の
ほ
か
運
営
委
員
の
皆
さ
 

ん
は
次
の
方
々
で
す
。
 

（
）
内
は
所
属
 

団
体
、
順
不
同
、
敬
称
略
。
 

定
宗
 
美
義
（
社
会
教
育
委
員
）
 

仲
島
 
和
子
（
 

ク 

） 

今
田
 

一
成
（
 

ク 

） 

村
上
 
慶
悉
（
 

ク 

〕 

太
田
 
荒
喜
（
地
区
公
連
）
 

日
高
 
邦
夫
（
 

ク 

猪
口
 

博
好
（
 

ク 

吉
武
 
増
美
（
 

ク 

池
田
 
兼
善
（
町
議
会
）
 

香
月
 
雅
之
（
 

ク 

） 
、~J 

大
応
援
団
の
声
援
も
手
伝
っ
て
か
初
の
 

準
優
勝
の
栄
冠
を
手
に
入
れ
ま
し
た
。
 

男
子
の
八
区
竹
の
子
子
ど
も
会
も
、
 

攻
守
に
健
闘
し
強
豪
を
相
手
に
第
三
位
 

の
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。
 

トポーンと蹴って準優勝、オリオン‘ 

山
下
 
次
男
（
社
会
福
祉
協
議
会
）
 

早
麻
 

豊
（
商
工
会
）
 

太
田
 

貞
子
（
体
育
協
会
）
 

日
野
 

茂
春
（
身
障
者
福
祉
会
）
 

大
穂
 

稔
（
子
育
連
）
 

木
村
 

宏
（
青
年
「
蒼
い
会
」
）
 

太
田
 
達
彦
（
学
識
経
験
者
）
 

平
川
紀
美
子
（
 

ク 

） 

宮
崎
 
憲
一
 

（
学
校
長
）
 

大
久
保
 
雄
（
 

ク 

） 

世
良
 
数
正
（
農
 
協） 

ー
九
月
、
十
月
は
講
師
紹
介
月
間
ー
 

町
民
同
志
が
、
互
い
に
教
え
、
学
び
 

合
う
「
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
実
施
 

主
体
の
運
営
委
員
会
（
立
花
杉
夫
会
長
）
 

で
は
、
 

「
あ
な
た
の
身
の
ま
わ
り
で
『
 

こ
ん
な
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
 

こ
と
が
で
き
る
』
を
教
え
て
い
た
だ
く
 

た
め
、
九
月
・
十
月
を
持
ち
味
さ
ん
（
 

講
師
）
紹
介
の
月
間
と
し
、
広
く
町
民
 

の
皆
さ
ん
よ
り
、
技
術
や
知
識
を
お
持
 

ち
の
方
を
紹
介
し
で
い
た
だ
く
こ
と
に
 

し
ま
し
た
。
 

あ
な
た
も
、
お
な
た
の
身
の
ま
わ
り
 

の
方
で
も
、
今
す
ぐ
事
務
局
ま
で
ご
紹
 

介
く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
 

ま
す
。
合
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ー
四
一
〇
〇
 
町
民
会
館
 

内
「
学
習
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
」
あ
 

て
。
電
話
、
待
っ
て
マ
ー
ス
ク
 

v、～、Jーいい、～い、～ーい、～、～、A～、～マ、～ーい、,～、パ～、．～、～、～、～ー,、～ー,～ー～し、～、～ー～、～、,、～、～、．、J、～.～、～ーハ～、～、～、～、h 

青
年
「
蒼
い
会
」
の
 

夏
休
み
 

子
ど
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
 
も
終
り
に
 

近
づ
い
た
八
月
二
十
三
日
、
赤
池
町
青
 

年
「
蒼
い
会
」
主
催
に
よ
る
子
ど
も
オ
 

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

当
日
、
約
五
十
名
の
子
ど
も
た
ち
と
 

町
長
、
教
育
長
が
特
別
参
加
、
各
種
ゲ
 

ー
ム
に
町
民
会
館
大
ホ
ー
ル
と
こ
ろ
狭
 

し
と
駆
け
廻
り
ま
し
た
。
 

「
蒼
い
会
」
 

ご
苦
労
さ
ん
。
詳
報
は
次
号
に
て
。
 

13 

日
に
3
百
 20 

歳
ソ
フ
ト
 
監
督
会
 

議
は
 11 

日
（
金
）
町
民
会
館
（
予
定
）
。
 

些
 

▲
行
事
ラ
ソ
シ
ュ
に
 

弘
一
 

湧
く
夏
休
み
は
ま
た
、
 

費」重県の津ボラノテ 

、4
‘・ー
 

ィ
ア
裁
判
（
子
ど
も
育
 

反
，
 

成
会
役
員
の
社
会
的
責
 

任
が
問
わ
れ
た
裁
判
）
を
思
い
出
さ
 

せ
る
▲
学
校
か
ら
と
び
出
た
子
ど
も
 

た
ち
は
、
こ
の
期
間
、
地
域
で
い
ろ
 

ん
な
こ
と
を
吸
収
し
て
育
つ
。
ま
さ
 

に
夏
休
み
は
、
絶
好
の
社
会
勉
強
を
 

す
る
時
で
あ
る
▲
こ
の
活
動
を
支
え
 

る
の
が
地
域
役
員
。
諸
兄
の
ご
苦
労
 

は
並
大
抵
の
こ
と
で
は
な
い
。
 

“こ 

の
時
期
が
無
事
終
わ
れ
ば
）
の
ぽ
や
 

き
は
当
然
か
も
。
子
ど
も
会
育
成
会
 

に
せ
よ
、
地
区
公
民
館
に
し
ろ
、
役
 

員
さ
ん
の
気
苦
労
、
仕
事
量
は
大
へ
 

ん
多
い
▲
だ
か
ら
、
い
ま
本
町
が
必
 

要
と
す
る
の
は
、
い
か
に
役
員
を
助
 

け
る
人
を
造
る
か
、
で
は
な
い
か
。
 

楽しくがんばった 
E董ど 

ーノ 釦 

八
月
十
八
日
ー
一
一
十
日
の
三
日
間
 

山
田
市
熊
ケ
畑
キ
ャ
ン
プ
場
で
各
地
区
 

子
ど
も
会
よ
り
二
十
二
名
が
参
加
し
て
 

リ
ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

こ
れ
は
キ
ャ
ン
プ
生
活
を
通
じ
て
子
ど
 

も
会
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
役
割
を
自
覚
 

し
、
集
団
生
活
の
基
本
的
技
術
や
ル
ー
ル
 

を
学
ぶ
と
共
に
、
仲
間
意
識
を
高
め
、
今
 

後
の
子
ど
も
会
活
動
に
役
立
て
る
こ
と
 

を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
 

毎
年
恒
例
の
キ
ャ
ン
プ
で
す
が
、
今
 

年
は
少
数
精
鋭
で
取
り
組
む
こ
と
が
で
 

き
二
人
ひ
と
り
に
充
分
な
指
導
が
行
き
 

届
き
ま
し
た
。
 

日
常
生
活
で
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
 

仲
間
と
寝
食
を
共
に
し
な
が
ら
、
自
分
 

達
の
努
力
と
工
夫
、
協
力
と
で
成
し
と
 

げ
る
こ
と
が
、
本
来
キ
ャ
ン
プ
の
意
義
 

だ
と
思
い
ま
す
。
 

今
年
参
加
し
た
二
十
二
名
の
子
ど
も
 

▲たのしい野外料理、味はいかが？ 

子どもの手による 

子ども会づくりをめざして 

・

 

ー
 

達
は
、
い
つ
ま
で
も
心
に
残
る
す
ば
ら
 

し
い
思
い
出
と
な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。
 

又
、
こ
の
貴
重
な
野
外
体
験
は
、
各
地
 

区
子
ど
も
会
活
動
の
今
後
の
発
展
に
大
 

き
く
役
立
つ
こ
と
と
思
い
ま
す
。
 

ま
た
、
来
年
も
頑
張
ろ
う
ネ
ノ
 

・ママ【・マ【・x
・×・×古・vv
×・x
・v
×・x
・マ苫・x
・【・×・v
×・x
・x
・
】
 

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
 

夏
期
補
導
、
無
事
お
わ
る
 

赤
池
町
補
導
連
絡
会
で
は
、
夏
休
み
 

期
問
中
に
町
内
や
直
方
市
商
店
街
を
中
 

心
に
補
導
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
 

昼
、
夜
間
を
含
み
九
日
間
、
学
校
の
 

協
力
を
得
て
各
々
グ
ル
ー
プ
別
に
見
廻
 

り
を
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
何
事
も
な
 

く
終
了
し
ま
し
た
。
 

補
導
員
の
方
、
先
生
方
、
本
当
に
お
 

疲
れ
さ
ま
で
し
た
。
九
月
初
旬
に
反
省
 

会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
。
 



(6) 

教
室
①
 

動
脈
硬
化
に
つ
い
て
 
ー
 

赤池町立病院 

内科医長 

武冨 章 

【
は
じ
め
に
】
 

最
近
の
国
民
栄
養
調
査
に
よ
る
と
、
 

総
ェ
ネ
ル
ギ
ー
に
は
変
化
が
な
い
も
の
 

の
、
動
物
性
蛋
白
質
と
脂
肪
の
増
加
が
 

目
立
つ
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
 

よ
う
な
食
生
活
の
変
化
に
伴
っ
て
日
本
 

人
の
成
人
病
も
十
年
前
、
二
十
年
前
と
 

比
べ
る
と
大
き
く
変
化
し
て
い
ま
す
。
 

脳
卒
中
に
せ
よ
、
虚
血
性
心
臓
病
に
せ
 

よ
、
そ
の
一
番
の
原
因
と
な
る
の
が
動
 

脈
硬
化
で
す
。
こ
れ
か
ら
五
回
に
わ
た
 

っ
て
、
成
人
病
の
元
凶
と
も
言
う
べ
き
 

「
動
脈
硬
化
」
に
つ
い
て
で
き
る
だ
け
 

優
し
く
説
明
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
 

今
回
は
、
基
本
的
な
こ
と
が
ら
を
お
話
 

し
ま
し
ょ
う
。
 

【
動
脈
硬
化
と
は
】
 

動
脈
硬
化
と
は
読
ん
で
字
の
ご
と
く
 

動
脈
が
硬
く
な
っ
た
状
態
の
こ
と
で
す
 

い
わ
ば
、
血
管
の
老
化
現
象
と
考
え
て
 

よ
い
と
思
い
ま
す
。
健
康
な
人
で
も
年
 

を
と
る
と
「
生
理
的
な
」
動
脈
硬
化
が
 

見
ら
れ
る
の
で
す
が
、
五
十
代
、
六
十
 

代
の
人
で
あ
っ
て
も
強
い
動
脈
硬
化
が
 

見
ら
れ
る
と
き
に
は
、
 

「
病
的
な
」
動
 

元気ですか ⑩ 

保健婦ですヲ 

脈
硬
化
で
す
。
 

で
は
、
血
管
の
老
化
し
た
状
態
と
は
 

具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
変
化
を
さ
し
て
 

い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
動
脈
が
硬
化
す
 

る
と
き
に
は
、
動
脈
の
内
壁
に
あ
た
る
 

部
分
に
、
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
そ
の
他
の
 

物
質
が
沈
着
し
、
そ
こ
に
沈
着
物
質
が
 

し
だ
い
に
固
ま
っ
て
、
骨
の
よ
う
な
硬
 

さ
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
ふ
く
ら
ん
だ
 

内
膜
が
い
た
ん
で
は
が
れ
落
ち
、
潰
蕩
 

を
つ
く
っ
て
、
そ
の
個
所
を
流
れ
て
い
 

る
血
液
が
潰
蕩
の
部
分
に
付
着
し
、
次
 

第
に
凝
固
し
、
か
た
ま
り
を
大
き
く
し
 

て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
、
血
液
の
流
 

れ
が
悪
く
な
り
、
全
く
血
液
を
通
さ
な
 

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
血
液
は
か
 

ら
だ
の
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
必
要
な
酸
 

素
や
栄
養
素
を
送
る
働
き
を
し
て
い
る
 

わ
け
で
す
か
ら
、
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
 

て
、
血
の
め
ぐ
り
が
悪
く
な
る
と
、
そ
 

の
場
所
は
元
気
に
活
動
で
き
な
く
な
り
 

ま
す
。
 

【
動
脈
硬
化
の
終
着
駅
】
 

心
臓
の
冠
状
動
脈
が
硬
化
す
る
と
、
 

心
臓
は
そ
れ
自
体
が
活
動
す
る
の
に
必
 

要
な
血
液
量
を
十
分
に
受
け
取
れ
な
く
 

な
り
、
狭
心
症
や
心
筋
梗
塞
な
ど
重
大
 

な
発
作
を
起
こ
す
原
因
に
な
り
ま
す
。
 

脳
動
脈
が
硬
化
す
る
と
、
脳
へ
行
く
 

血
流
が
さ
ま
た
げ
ら
れ
ま
す
。
硬
化
が
 

広
範
囲
に
起
こ
る
と
、
脳
の
組
織
は
栄
 

養
不
足
の
た
め
に
は
た
ら
き
が
鈍
く
な
 

り
ま
す
。
俗
に
 
「
老
人
ボ
ケ
」
と
よ
ば
 

れ
る
の
が
こ
れ
で
、
部
分
的
に
悪
化
す
 

・

、

 

る
と
脳
軟
化
を
起
こ
し
、
片
麻
庫
な
ど
 

が
起
こ
り
ま
す
。
 

腎
臓
の
細
動
脈
が
硬
化
す
る
と
萎
縮
 

腎
、
尿
毒
症
な
ど
が
起
こ
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
。
ま
た
、
腎
障
害
の
あ
る
人
で
 

は
高
血
圧
の
程
度
も
高
く
、
脳
出
血
を
 

起
こ
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
い
ず
れ
も
 

生
命
を
お
び
や
か
す
も
の
で
す
。
 

【
動
脈
硬
化
の
危
険
因
子
】
 

そ
れ
で
は
、
ど
の
よ
う
な
人
が
動
脈
 

硬
化
を
起
こ
し
や
す
い
の
で
し
ょ
う
か
。
 

一
、
高
血
圧
 

高
血
圧
は
動
脈
硬
化
の
最
大
の
危
険
 

因
子
で
す
。
血
管
が
た
え
ず
高
い
圧
に
 

さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
、
血
管
の
緊
張
度
 

が
増
し
て
破
れ
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
 

の
で
す
。
収
縮
期
血
圧
（
最
大
血
圧
）
 

が
百
六
〇
、
拡
張
期
血
圧
（
最
小
血
圧
）
 

が
九
〇
以
上
の
人
は
積
極
的
に
治
療
し
 

な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
 

二
、
血
液
の
中
の
脂
の
異
常
 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
な
か
に
も
、
動
 

脈
硬
化
を
促
進
す
る
よ
う
に
働
く
「
悪
 

玉
」
と
、
動
脈
硬
化
を
予
防
す
る
よ
う
 

に
働
く
「
善
玉
」
 
と
が
あ
り
ま
す
。
し
 

た
が
っ
て
、
 

一
口
に
 
「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
 

ー
ル
血
症
」
 
と
い
っ
て
も
、
 

「
悪
玉
」
 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
人
は
動
脈
硬
 

化
を
起
こ
す
危
険
性
が
大
き
く
、
 

「善 

玉」 

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
高
い
人
は
む
 

し
ろ
動
脈
硬
化
を
起
こ
し
に
く
い
と
い
 

え
ま
す
。
 

ま
た
、
中
性
脂
肪
の
高
い
人
も
要
注
 

意
で
す
。
 

心臓は全身に血液を送り届ける臓器でその 

働きは大変なものです。1 日の心拍数は、約 

10万回に達し、それによって送り出される血 

液の量はなんと四畳半大の部屋をいっぱいに 

すると言われています。一生の間に自分の意 

志に関係なく夜となく昼となく働き続lナ30億 

回に達します。その為に心臓の酸素、栄養の 

量は他の臓器に比べ2倍必要とします。 

人の血液はポンプ（一心臓） によって送り 

出され、パイプ（一血管）を通って約1分間 

で体中をくまなく一廻りします。 その間に血 

液は全身に酸素や栄養分を送り、老廃物を回 

収します。他に体温を保ったり、病原菌を殺 

したり様々な働きをして心臓にもどります。 

この一連の流れをするのが循環器と言います。 

このポンプやパイプに病気、いわゅる動脈硬 

化等があると、血のめぐるところ全身に病気 

が出てしまうのです。ボケも脳血管障害によ 

るものが大半です。動脈硬化を予防する事は 

健康で長持ちの第一条件です。 

あなたは動脈硬化はありませんか？血圧は 

正常ですか？心電図は異常ありませんか？ 

今年最後の検診が9 月29日因にあります。 

， あなたもぜひどうぞ。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
 

赤
池
町
社
会
福
祉
協
議
会
 

【
香
典
返
し
】
加
来
義
通
（
皿
山
）
〇
 

田
口
雅
教
（
中
里
）
〇
村
井
昨
（
伏
原
 

2
）
〇
木
村
肥
晃
（
8

の
3

）
〇
中
村
 

照
美
（
中
組
）
〇
月
成
康
文
（
西
寿
）
 

〇
釜
賀
芳
子
（
伏
原
4

）
〇
入
学
富
子
 

（
中
町
）
以
上
八
月
十
八
日
現
在
八
件
 

で
総
額
二
＋
三
万
円
で
す
o
 

【
賛
助
会
費
】
（
一
ロ
千
円
）
日
高
ス
ミ
 

エ
廿
3

口
〇
森
本
ェ
イ
子
廿
5

口
 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

〇
木
村
肥
晃
（
市
場
）
紙
ォ
ム
ッ
翻
枚
 

〇
武
末
進
（
上
野
）
ス
イ
カ
 16 

雨
〇
小
 

松
鮮
魚
店
（
上
野
）
玉
子
m
個
〇
久
冨
 

信
義
（
全
日
本
同
和
会
赤
池
支
部
長
）
 

ブ
ド
ウ
 75 

向
o
水
永
康
雄
（
市
場
）
清
 

ロ

酒

 10
 

本
、
ジ
ュ
ー
ス
 30 

本
 

乙、 ．喝蜘1, 
" '‘噂」I 

× 

× 議麟欝議難難響議~議L 

綴綴織轟 難瓢「
 

【心配ごと相談日】 

8日、18日、27日 
午前10時～午後3時 

【健康相談日】 

第1火曜日（9月1日） 

【仏教講演会】 

9月11日岡 

午前11時～ 

※ゲートボール場（ナイター可）も自由にご利用下さい。 

【休館日】 

7日、14日、15日、 
20日、21日、23日、28日 

【福祉バス運行日】 

毎日運行しています 

【演 芸】 

入館者へ自由に舞台を提 
供します 

 ノ 

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
奥
さ
ん
 

済
ん
で
い
ま
す
か
一
 

国民年金 
の届出 

二
十
歳
以
上
、
六
十
歳
未
満
の
人
は
 

全
員
が
国
民
年
金
の
加
入
者
で
す
。
 

ぐ
王
人
が
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
共
 

済
組
合
の
加
入
者
で
、
そ
の
ご
主
人
に
 

扶
養
さ
れ
て
い
る
奥
さ
ん
は
 
「
第
三
号
 

被
保
険
者
」
 
と
い
う
資
格
で
国
民
年
金
 

に
加
入
し
ま
す
。
 

手
続
き
方
法
は
 

「
第
三
号
被
保
険
者
」
に
な
る
た
め
 

の
手
続
き
は
、
役
場
の
国
民
年
金
担
当
 

窓
口
で
行
い
ま
す
。
こ
の
手
続
き
を
し
 

ま
す
と
、
保
険
料
は
ご
主
人
が
加
入
し
 

て
 い

る
厚
生
年
金
保
険
ま
た
は
丑
（
済
組
 

合
か
ら
ま
と
め
て
負
担
し
ま
す
か
ら
ご
 

自
分
で
納
め
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
o
 

届
出
が
お
く
れ
る
と
大
変
 

J・ 

「
第
三
号
被
保
険
者
」
に
該
当
し
て
 

●動脈硬化の 50 40 ユ0 叩 Iロ底

年齢的変化

三
、
喫
 
煙
 

紙
巻
た
ば
こ
一
日
二
〇
本
以
上
は
危
 

険
因
子
と
な
り
ま
す
。
 

四
、
肥
満
‘
糖
尿
病
・
痛
風
 

痛
風
の
場
合
、
た
と
え
痛
風
発
作
が
 

な
く
て
も
、
尿
酸
の
値
が
高
い
と
き
は
 

危
険
因
子
と
な
り
ま
す
。
 

五
、
性
格
の
問
題
 

精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の
多
い
人
は
動
 

脈
硬
化
も
早
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

六
、
運
動
不
足
 

以
上
あ
げ
ま
し
た
危
険
因
子
が
そ
の
 

人
に
ど
の
程
度
存
在
す
る
か
と
い
う
こ
 

と
を
で
き
る
だ
け
早
く
見
つ
け
て
、
そ
 

れ
な
り
の
対
策
を
取
る
と
い
う
の
が
動
 

脈
硬
化
の
予
防
に
大
変
重
要
で
す
。
 

次
回
は
脳
動
脈
の
硬
化
に
よ
っ
て
起
 

こ
る
病
気
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。
 

ー
 

⑩ ⑧
俳
旬
雑
考
⑩
 

稲
荷
 

三
木
春
翁
 

（
九
区
公
民
館
俳
句
会
会
員
の
句
）
 

小
場
妙
子
 

〇
あ
る
だ
け
の
花
種
を
蒔
き
入
院
す
 

〇
神
の
み
の
在
す
詞
の
新
樹
風
 

〇
菜
殻
火
の
暮
色
を
深
め
い
る
峡
田
 

〇
時
計
草
真
昼
の
刻
を
告
ぐ
る
か
に
 

〇
浜
日
傘
た
た
む
玄
海
よ
り
の
風
 

〇
浜
木
綿
や
水
平
線
に
落
障
い
ま
 

〇
あ
る
ま
ま
に
昔
の
ま
ま
に
雪
の
下
 

〇
よ
く
喋
る
日
焼
せ
し
子
の
歯
の
白
さ
 

〇
護
摩
行
者
炎
と
汗
と
一
体
に
 

〇
風
あ
れ
ば
風
に
祈
り
て
秋
遍
路
 

（偶 

感） 

春
翁
 

自
然
は
限
り
な
く
美
し
い
。
そ
の
美
 

し
さ
は
神
の
愛
の
よ
う
に
高
く
深
く
広
 

く
無
際
限
で
あ
る
。
 

人
間
は
大
自
然
の
中
に
生
れ
は
ぐ
く
 

ま
れ
生
長
し
、
文
化
を
創
造
し
、
自
然
 

と
人
生
を
高
く
讃
歌
し
、
表
現
し
た
。
 

然
し
自
然
の
美
は
汲
め
ど
も
尽
き
ぬ
泉
 

の
よ
う
に
深
奥
は
極
め
難
い
。
 

或
る
夏
の
タ
べ
、
私
は
赤
池
橋
を
渡
 

っ
て
山
河
の
景
色
を
眺
め
な
が
ら
、
つ
 

く
づ
く
と
自
然
は
美
し
い
な
ア
と
思
っ
 

た
。
緑
の
川
は
流
れ
て
止
ま
ず
、
山
脈
 

は
青
く
高
く
連
な
り
、
近
く
に
は
深
緑
 

動物愛護週間- 20日～26日（総理府） 

※
第
三
回
健
康
診
査
 

一
、
期
日
 

九
月
二
十
九
日
因
 

一
、
受
付
時
間
 

一
時
半
ー
二
時
半
 

一
、
場
所
 

赤
池
町
同
和
対
策
‘
中
五
〈
研
修
所
 

暗
 

玲
 

1
 ●

墨
 ト

 

椎
妨
の
ユ
・
 調 

ノ爪ユミ了認4瓜 犬 

（聖）‘き幽（@）言 

敵
 

秘】 

α
状
が
‘
ら
わ
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さ
ま
ざ
ま
な
 

合
併
症
 

r
ー

→

 
融
 

り
 

・ 

わ

す

 

か
 
ま
 

カ
 
り
 

に
 
な
 

命

に

 

!
．
・
フ
 

症

よ

 

併

る

 

A
口 
れ
 

の

わ

 

化
・
り
 

硬

あ

 

脈

ら

 

動

か

 

h
《 

様

た

 

同

あ

 

圧

代

 

血

歳

 

高
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い
る
方
で
、
届
出
が
お
く
れ
ま
す
と
将
 

来
の
年
金
が
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
り
、
 

年
金
額
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
o
 

ま
だ
届
け
出
を
済
ま
せ
て
い
な
い
人
は
 

今
す
ぐ
届
け
出
ま
し
ょ
う
。
 

人
生
の
節
目
、
節
目
に
届
出
を
 

「
第
三
号
保
険
者
」
 
の
届
出
を
出
し
 

た
後
に
、
本
人
が
就
職
し
た
り
ご
主
人
 

が
転
職
・
退
職
な
ど
の
場
合
も
、
そ
の
 

つ
ど
役
場
で
国
民
年
金
の
届
け
出
が
必
 

要
で
す
。
く
わ
し
く
は
役
場
年
金
係
ま
 

で
、
お
間
い
合
せ
下
さ
い
。
 

。
 28 

1
2
0
0
4

（
内
線
 48 

番） 

の
山
々
が
壁
画
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
 

る
。
そ
よ
吹
く
タ
風
の
中
に
私
は
慈
母
 

に
抱
か
れ
た
嬰
児
の
よ
う
に
こ
の
美
し
 

い
景
に
陶
酔
し
て
い
た
。
 

自
然
は
神
の
よ
う
に
真
実
を
愛
し
、
 

汚
濁
と
巧
言
を
嫌
悪
す
る
9

真
実
は
永
 

遠
の
金
で
あ
り
、
巧
言
は
メ
ッ
キ
で
あ
 

る。 私
は
俳
句
を
作
る
場
合
（
ま
た
人
生
 

に
処
す
場
合
も
）
巧
言
を
排
し
真
実
を
 

詠
い
た
い
と
心
が
け
て
い
る
。
 

芭
蕉
の
俳
句
が
今
日
も
輝
い
て
私
達
 

の
心
を
打
つ
の
は
自
然
の
心
を
心
と
し
 

真
実
を
詠
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
思
う
。
 

〇
閉
山
の
昔
を
偲
ぶ
夏
木
立
 

o
い
と
ほ
し
む
鉢
の
黄
菅
の
一
花
咲
く
 

〇
入
れ
替
り
土
手
に
眺
む
る
梅
雨
出
水
 

o
ロ
ー
力
ル
線
風
と
入
り
来
る
草
い
き
 

れ
 つ

れ

づ

れ

に

⑨

 

老
人
ホ
ー
ム
天
郷
荘
 

松
本
た
か
し
 

〇
梅
雨
晴
れ
に
異
状
乾
燥
日
々
続
く
 

〇
七
タ
に
食
堂
玄
関
笹
豪
華
 

〇
七
タ
の
笹
に
詰
え
し
老
い
色
紙
 

〇
台
風
の
直
撃
そ
れ
て
雨
被
害
 

〇
冷
房
の
八
十
の
身
に
し
む
謡
会
 

〇
セ
ン
タ
ー
の
盛
夏
も
の
か
わ
賑
い
け
 

り
 

〇
雷
豪
雨
遅
れ
し
梅
雨
明
け
に
け
り
 

〇
暑
中
見
舞
状
旧
友
う
れ
し
頂
け
リ
 

〇
老
い
の
果
古
き
病
や
大
暑
中
 

o
病
床
に
想
い
こ
も
ご
も
夏
は
行
く
 

秋の交通安全県民運動一21日～30日（警察庁・総務庁） 



(8) 

一歌詞募集＝= 
田川地区消防本部では、自治体消防制 

度発足40周年の記念に、みなさんに親し 

まれる消防を目指して「消防の歌」を作 

ります。そこで、その詩をみなさんに考 

えて欲しいのです。ふるって応募して下 

さい。 

⑥内 容 

4節3番又は4節4番で作詩して下 

さい。 

⑥応募資格 

田川市郡に居住又は勤務する方、も 

しくは出身者 

⑥締切り 

昭和62年9 月15日 

⑥応募方法 

用紙は西洋紙です。裏面に住所、氏 

名、年齢、職業、性別、電話番号を明 

記して下さい。 

⑥入選発表 

10月初旬頃入選、佳作の通知をもっ 

て発表とします 

⑥宛先・間い合せ 

〒 825 田川市新町11番65号 

田川地区消防本部総務課「消防の歌」 

歌詞募集係 

一
な
『
一
ぐ
な
れ
交
通
事
教
 

交
通
安
全
施
払
奴
の
点
検
 

真
夏
の
陽
光
が
、
肌
に
突
き
刺
さ
さ
 

る
よ
う
に
暑
く
照
り
つ
け
た
、
七
月
一
一
 

十
八
日
、
 

「
夏
の
交
通
安
全
運
動
」
 
の
 

一
環
と
し
て
、
田
川
交
通
安
全
協
会
赤
 

池
支
部
（
奥
永
昭
政
 

支
部
長
）
の
み
な
さ
 

ん
方
に
よ
り
、
赤
池
 

町
内
の
交
通
安
全
施
 

設
の
点
検
が
行
わ
れ
 

ま
し
た
。
 

今
回
は
、
町
内
三
 

百
力
所
の
カ
ー
ブ
ミ
 

ラ
ー
（
道
路
反
射
鏡
）
 

の
点
検
に
重
点
を
置
 

き
、
支
部
員
の
方
が
 

二
名
一
組
に
て
町
内
 

の
各
ミ
ラ
ー
の
曲
が
 

っ
て
見
え
な
い
所
、
鏡
が
く
も
っ
て
い
 

る
所
、
支
柱
の
根
元
の
点
検
、
鏡
の
割
 

れ
て
い
る
所
な
ど
を
、
汗
を
ふ
き
ふ
き
 

手
元
の
地
図
に
書
き
入
れ
て
い
き
ま
し
 

た
。
支
部
の
方
の
汗
 

の
玉
一
つ
ひ
と
つ
が
 

交
通
安
全
の
願
い
と
 

な
り
、
陽
炎
立
つ
道
 

路
に
落
ち
て
い
ま
し
 

た
。
お
疲
れ
さ
ま
で
 

し
た
。
 

あ
り
が
と
う
ご
ぎ
 

い
ま
し
た
。
 

▼
写
真
は
町
内
の
力
 

ー
ブ
III
ラ
ー
の
点
検
 

を
す
る
赤
池
支
部
の
 

み
な
さ
ん
▲
 

9 月6日（日） 
朝6時30分より 

FM 福岡放送 

「サンデー 

あの町この町」 

赤池町が放送されます。 

聞いて下さいネ，ク 

ー
廿
調
査
員
が
う
か
が
う
地
区
が
 

日
 

月
 

10 査
 

調
 

本
 

基
 

造
 

構
 

業
 

就
 

あ
り
ま
す
。
御
協
力
下
さ
い
廿
 

④
O
O
の
0
0
 

圏
乳
児
一
斉
健
診
 

十
七
日
困
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14
 

時
 30
 

分
（
潅
器
凹
 

圏
三
種
混
合
 

十
八
日
金
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 
14
 

時
 30
 

分
（
牛
緩
絹
）
 

圏
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
 

二
十
二
日
因
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30
 

分
ー
 14
 

時
 30
 

分
（
猿
載
遡
 

圏
B

・
C

・
G
 

二
十
四
日
困
 
町
民
会
館
 

13
 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30 

分
（
響
灘
）
り
）
 

圏
老
人
一
般
健
診
 

二
十
九
日
因
 
同
和
対
策
中
央
研
修
 

所
 

13
 

時
 30 

分
ー
 14
 

時
 30
 

分
 

※
問
診
、
身
体
計
測
、
尿
検
査
、
血
 

圧
な
ど
一
般
診
査
。
異
常
が
あ
る
人
は
 

心
電
図
な
ど
の
精
密
診
査
を
行
い
ま
す
。
 

料
金
、
 

一
般
診
査
廿
百
円
、
精
密
診
査
 

廿
五
百
円
（
た
だ
し
、
七
十
歳
以
上
の
 

方
は
無
料
で
す
）
。
な
お
、
こ
の
健
診
は
 

一
年
に
一
度
、
何
度
も
受
診
さ
れ
る
必
 

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
 

圏
無
縁
墓
地
の
改
葬
 

▼
墓
地
の
所
在
地
 
北
九
州
市
若
松
区
 

大
字
乙
丸
三
三
五
ー
三
三
八
番
地
（
 

通
称
乙
丸
墓
地
）
 

▼
墳
墓
数
十
五
基
 

▼
改
葬
理
由
 
北
九
州
市
若
松
西
部
土
 

地
区
画
整
理
組
合
事
業
施
行
の
た
め
 

▼
届
出
先
 

北
九
州
市
若
松
区
高
須
西
 

⑧④⑧ 盆
の
八
月
十
五
日
、
昭
和
 42 

年
赤
池
 

中
学
校
三
年
三
組
卒
業
生
の
ク
ラ
ス
会
 

（
私
の
い
た
ク
ラ
ス
で
す
）
に
出
席
し
 

ま
し
た
。
当
時
ク
ラ
ス
に
は
五
十
人
の
 

仲
間
が
い
て
、
出
席
し
た
の
は
二
十
人
 

程
で
す
が
、
薄
く
な
っ
た
り
、
白
髪
の
 

目
立
つ
頭
、
余
分
な
シ
ワ
や
肉
を
差
し
 

引
い
て
見
れ
ば
、
皆
ん
な
の
顔
一
つ
ひ
 

と
つ
が
中
学
生
。
当
時
の
ニ
ッ
ク
ネ
ー
 

ム
で
呼
び
合
い
、
敬
語
な
ど
使
わ
ず
、
 

「
お
い
」
「
お
前
」
。
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
 

た
後
は
女
房
、
夫
、
子
供
、
そ
れ
に
出
 

席
で
き
な
か
っ
た
仲
間
た
ち
の
事
、
仕
 

事
の
話
、
話
題
は
尽
き
ぬ
ま
ま
二
次
会
 

へ
。
み
ん
な
気
持
良
く
酔
い
、
黙
っ
て
 

い
る
と
な
ぜ
か
淋
し
く
な
り
そ
う
な
の
 

で
大
き
な
声
で
合
唱
し
、
又
、
逢
え
る
 

こ
と
を
願
っ
て
握
手
を
し
て
別
れ
る
。
 

家
路
へ
着
く
タ
ク
シ
ー
の
中
で
酔
っ
た
 

頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
石
川
啄
木
「
一
 

握
の
砂
」
の
中
の
一
首
「
巳
が
名
を
 

ほ
の
か
に
呼
び
て
涙
せ
し
 
十
四
の
春
 

に
か
へ
る
術
な
し
」
 

一
丁
目
十
七
番
七
号
（
北
九
州
若
松
 

西
部
土
地
区
画
整
理
組
合
）
 

。
0
9
3
1
7
4
1
1
5
1
0
8
 

▼
届
出
期
限
 
昭
和
六
十
二
年
九
月
三
 

十
日
 

9月は固定資産税3期分の納税月です 


